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 Rao（1959）とPotthoff andRoy（1964）によって導入されたgrowthcurveモデルにおいては，
M×力の観測行列xに対して
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 （1）               亙（X）＝λ互丑
 （2）          亙（X）＝ム互。凪十λ。η。
 （3）                     亙（】【）＝ノL互1児ユ十… 十ノ【m互m丑m
ここに，ム：M×伽，且：の×力はそれぞれ，個体間，個体内計画行列である．誤差ベクトル
の分散行列ΣIについては







               ΣI＝丑’∠‘”十σ2∫力
とたる．ここに∠：σ×αは半正定値行列である．
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